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　　記事の投稿を　　　
　　　　お願いします けんせつ

清瀬久留米
　来月 8月号は「平和特集」を企画
しています。
　みなさんの平和への思いを記事に
して投稿して下さい。
ご協力をお願いします。

今
年
1
回
目
の
住
宅
デ
ー
を

5
月
18
日（
日
）に
行
い
ま
し
た
。

組
合
員
14
人
、
主
婦
の
会
8
人

の
参
加
。
来
場
者
は
1
5
0

く
ら
い
。
今
回
初
め
て
、
来
場

者
か
ら
お
茶
、
バ
ナ
ナ
な
ど
差

し
入
れ
を
頂
き
ま
し
た
。
年
2

回
や
っ
て
い
る
為
、
定
着
し
て

い
る
住
宅
デ
ー
で
す
。

職
人
マ
ッ
プ
を
載
せ
た
チ
ラ

シ
は
3
0
0
0
枚
配
り
ま
し

た
。
今
回
は
、
住
宅
相
談
が
4

件
も
あ
り
、
仕
事
確
保
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

な
お
、
昨
年
冬
と
今
回
の
カ

ン
パ
1
5
7
2
2
円
は
全
額
、

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
団
へ
送

り
ま
し
た
。

松
竹
分
会　

阿
部　

史
夫

6
月
8
日

（
日
）
第
七
小
学

校
で
住
宅
デ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
17
名
。

前
日
の
土
砂
降
り

は
避
け
ら
れ
ま
し
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6
月
11

日
八
幡
東
公

園
。
快
晴
で

汗
ば
む
中
住

宅
デ
ー
が
開

催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
も

出
だ
し
よ
く

正
午
に
は
会

場
は
多
く
の

人
達
で
埋
め

尽
く
さ
れ
ま

6
月
1
日
（
日
）
晴
天
に

恵
ま
れ
10
時
ス
タ
ー
ト
。
青
年

部
の
テ
ン
ト
で
は
ア
ン
パ
ン
マ

ン
が
子
ど
も
達
を
迎
え
撃
つ
準

備
。ヨ

ー
ヨ
ー
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー

ル
す
く
い
は
、
岩
上
さ
ん
一
家

が
大
奮
闘
。「
私
も
精
一
杯
す

く
っ
た
」
と
奥
さ
ん
も
大
は

第37回住宅デー

あなたの街の住宅デー みんなが待ってる匠の技を

定
着
し
て
い
る
住
宅
デ
ー

　
松
竹
分
会　

117人の来場者で大賑わい
青空分会

し
た
。
恒
例
の
催
し
物
は
定
着

し
、
今
年
2
年
目
の
サ
ン
ド
ブ

ラ
ス
ト
も「
去
年
も
や
っ
た
よ
」

と
来
て
く
れ
た
リ
ピ
ー
タ
ー
も

い
ま
し
た
。
数
と
時
間
に
制
限

が
あ
り
、
や
れ
ず
に
残
念
が
る

人
も
い
ま
し
た
。

今
年
の
新
企
画
「
万
華
鏡
」

も
大
盛
況
で
、
予
定
数
は
全
て

無
く
な
り
ま
し
た
。
自
分
た
ち

の
子
ど
も
時
代
で
は
普
通
の
玩

具
が
、
現
代
で
は
新
鮮
で
良

か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

又
、
簡
単
か
つ
単
純
な
事
も
良

か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

青
空
分
会　

長
谷
川　

重
之

匠の技 光る
元塩分会

た
が
、
終
日
小
雨
模
様
で
し
た
。

来
場
者
は
例
年
よ
り
若
干
少
な

か
っ
た
程
度
で
、
天
気
の
わ
り

に
は
多
か
っ
た
で
す
。

初
め
て
開
催
し
た
カ
ン
ナ
が

け
体
験
は
、
大
工
さ
ん
が
お
手

本
で
シ
ュ
ル
シ
ュ
ル
っ
と
出
て

く
る
削
り
カ
ス
に
興
味
を
持
ち

男
の
子
に
ダ
ン
ト
ツ
の
人
気
で
、

2
度
3
度
並
ぶ
子
も
い
ま
し
た
。

職
人
の
技
を
見
せ
る
こ
と
で

興
味
を
持
ち
後
継
者
と
し
て

育
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と

強
く
思
い
ま
し
た
。
左
官
の
壁

塗
り
、
ペ
ン
キ
塗
り
等
も
面
白

い
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

元
塩
分
会　

小
薗　

照
美

企
画
で
親
子
が
活
躍清里

分
会

し
ゃ
ぎ
。
風
船
作
り
は
、
工
藤

親
子
が
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

ご
く
ろ
う
さ
ん
。
昼
食
は
、
主

婦
パ
ワ
ー
一
杯
の
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
で
満
腹
。

参
加
人
数
は
、組
合
員
22
名
、

主
婦
11
名
、
子
ど
も
は
暑
い
中

約
10
名
。
住
宅
相
談
が
8
件
あ

り
分
会
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

「
あ
り
お
め
」
も
兼
ね
た
打

ち
上
げ
は
、
分
会
仕
事
対
策
部

長
工
藤
さ
ん
よ
り
、
参
加
者
と

主
婦
の
方
々
へ
お
礼
の
言
葉
。

分
会
長
品
川
さ
ん
か
ら
「
来
年

は
も
っ
と
参
加
者
を
増
や
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。」
と
カ
ン
パ

イ
し
ま
し
た
。

清
里
分
会　

鈴
木　

勝
雄

雨
で
も
楽
し
く 

サ
プ
ラ
イ
ズ
も

北
浅
分
会

マ
ル
エ
ツ
前
の
広
場
に
て
、

小
雨
降
る
な
か
屋
根
と
壁
に
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
を
張
り
、「
包
丁

研
ぎ
」「
ま
な
板
削
り
」「
金
魚

す
く
い
」「
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
」

「
住
宅
相
談
」
を
や
り
、
38
名

の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
大
工
で
す
。
材
木
は
機

械
削
り
の
た
め
、
久
し
ぶ
り
に

ま
な
板
で
手
ガ
ン
ナ
を
使
い
、

い
い
汗
を
か
き
ま
し
た
。
カ
ン

ナ
が
け
を
し
て
い
る
と
、「
ね

え
、
ね
え
」
と
声
を
か
け
ら
れ

「
組
合
に
入
り
た
い
の
で
す
が
」

と
相
談
が
有
り
、
突
然
の
対
象

者
に
驚
き
ま
し
た
。

昼
は
「
た
川
」
に
て
お
い
し

い
重
箱
。
ご
苦
労
さ
ん
会
で
楽

し
み
の
生
ビ
ー
ル
を
い
た
だ
き

お
開
き
に
な
り
ま
し
た
。
楽
し

い
1
日
で
し
た
。
来
年
度
も
参

加
が
出
来
る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

北
浅
分
会　

安
澤　

利
昌

盛
り
上
が
る
上
棟
式

南
町
・
三
葉
分
会

6
月
8
日
（
日
）
に
南
町

分
会
と
共
同
で
、
東
久
留
米
市

役
所
前
広
場
に
て
、
開
催
さ
れ

ま
し
た
。準
備
か
ら
雨
が
降
り
、

開
始
時
に
は
本
降
り
と
な
り
、

先
行
き
不
安
な
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
。

し
か
し
、
各
コ
ー
ナ
ー
と
も

来
場
し
た
子
ど
も
達
に
は
満
足

し
た
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
ん
な
雨
の
中
、
南
町
分
会
の

上
棟
式
は
結
構
な
盛
り
上
が
り

が
2
回
と
も
あ
り
ま
し
た
。

終
了
後
行
わ
れ
た
、「
あ
り

お
め
」
で
は
、
両
分
会
で
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

三
葉
分
会　

前
川　

達
夫

上：新企画の『万華鏡づくり』は、子ども達に大盛況
下：「子どもの広場」で青年部の巨大ゴム鉄砲で遊ぶ来場者一家

雨の盛り上がる上棟式

真剣に釘を打つ子どもに、丁寧に
教える講師役の仲間
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　　夏のレクリエーション
　　　　　流しそうめん交流会

いつまでも

私
の
家
に
は
ネ
コ
が

い
ま
す
。
名
前
は
「
さ

く
ら
」、
雑
種
の
オ
ス

で
す
。
家
に
来
た
の
は

も
う
ず
い
ぶ
ん
と
前
、

か
れ
こ
れ
18
年
ぐ
ら
い

に
な
り
ま
す
。
人
間
の

年
に
な
お
す
と
90
歳
に

も
な
る
で
し
ょ
う
か
。

家
に
帰
る
と
す
ぐ
に

寄
っ
て
き
て
、
頭
を
な

で
て
欲
し
い
と
甘
え
ま

す
。
満
足
し
な
い
と
、

前
足
を
使
っ
て
「
も
っ

と
」
と
私
の
足
へ
催
促

し
ま
す
。

朝
と
夜
の
ご
飯
以
外
は
だ

い
た
い
家
の
外
。
と
い
っ
て

も
敷
地
か
ら
出
る
こ
と
は
な

く
、
物
置
の
上
が
定
位
置
で

す
。
ご
飯
の
時
間
に
な
る
と

自
分
で
家
の
中
に
帰
っ
て
き

ま
す
が
、
食
べ
る
と
ま
た
す

ぐ
に
外
に
出
て
し
ま
い

ま
す
。
高
齢
だ
か
ら
な

の
か
人
に
怯
え
ず
、
郵

便
屋
さ
ん
や
新
聞
屋
さ

ん
に
も
よ
く
頭
を
な
で

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
小
学
校
の
頃

に
犬
に
足
を
噛
ま
れ
て

狂
犬
病
の
注
射
を
し
た

思
い
出
が
あ
る
の
で
、

あ
ま
り
犬
は
好
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

私
も
さ
く
ら
も
、
だ

ん
だ
ん
と
年
を
と
っ
て

き
ま
し
た
。
い
つ
ま
で

元
気
で
い
ら
れ
る
か
、
共
に

頑
張
ろ
う
。

南
町
分
会　

小
俣　

正
芳

今
年
の
春
の
月
間
は
「
安
定

し
た
1
6
0
0
人
支
部
」
に

向
け
た
組
織
強
化
に
重
点
を
置

き
、
4
、
5
月
の
2
ヶ
月
間
で

通
常
行
動
日
11

日
、
日
曜
行
動
日

1
日
を
設
け
て
取

り
組
み
ま
し
た
。

月
間
開
始
早
々

に
、
出
陣
式
を
待

た
ず
南
町
分
会

が
、
続
い
て
第
1

次
行
動
に
三
葉
分

会
も
目
標
を
達

成
。
三
葉
分
会

は
、
健
診
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
利
用
し

て
い
る
分
会
内
事

業
所
の
従
業
員
を

定
着
加
入
に
結
び

つ
け
て
い
ま
す
。

幸
先
よ
く
ス
タ
ー

ト
し
た
4
月
は
、

訪
問
行
動
を
力
に
加
入
成
果

新
加
入
92
名 

全
分
会
が
目
標
達
成

　
　
　　

分
会
内
事
業
所
か
ら
の
成
果
相
次
ぐ

加
入
成
果
が
相
次
い
で
報
告
さ

れ
支
部
目
標
の
7
割
近
い
到
達

で
月
間
を
折
り
返
し
ま
し
た
。

弾
み
の
つ
い
た
5
月
、
日
曜
行

動
日
お
昼
の
集
約
で
18
名
の
成

果
が
積
み
上
が
り
、
一
気
に
支

部
目
標
49
名
を
達
成
。
ま
た
、

主
婦
の
会
に
よ
る
恒
例
の
「
か

あ
ち
ゃ
ん
食
堂
」
が
開
店
し
、

日
曜
行
動
の
大
き
な
後
押
し
に

な
り
ま
し
た
。

第
5
次
行
動
に
は
、
清
里
分

会
が
分
会
内
事
業
所
か
ら
2
名

の
成
果
を
勝
ち
取
り
全
分
会
が

拡
大
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。

青
空
分
会
で
は
旺
盛
な
組
合
員

訪
問
に
取
り
組
み
、
拡
大
報
奨

「
分
会
組
織
人
員
の
60
％
以
上

の
組
合
員
と
対
話
」
を
唯
一
ク

リ
ア
し
ま
し
た
。

こ
の
月
間
は
、
事
業
所
の
新

入
社
員
や
労
災
加
入
、
健
診

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
中
心
に
92
名

の
新
加
入
者
を
迎
え
、
支
部
目

標
を
大
き
く
超
過
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
拡
大
行
動
に
参

加
い
た
だ
い
た
全
て
の
方
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

衛
権
の
危
険
性
に
つ
い

て
学
び
、
続
け
て
市
内

10
団
体
が
ア
ピ
ー
ル
。

小
田
澤
書
記
長
か
ら
、

建
設
業
界
の
後
継
者
育

成
や
外
国
人
労
働
者
の

問
題
を
訴
え
ま
し
た
。

最
後
に
集
会
参
加
72
人

民
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

き
よ
せ
怒
り
の
集
会
は
、
新

た
な
試
み
「
憲
法
駅
頭
宣
伝
」

を
、
26
名
で
行
い
そ
の
足
で
清

瀬
け
や
き
ホ
ー
ル
へ
。
武
蔵
野

法
律
事
務
所
の
池
末
彰
郎
弁
護

士
に
よ
る
講
演
で
、
集
団
的
自

地
域
の
各

団
体
が
地
区

労
を
中
心
に

集
ま
り
、
6

月
26
日（
木
）

と
翌
27
日

（
金
）
に
市

療
生
協
、「
九
条
の
会
」
な
ど

地
元
で
活
動
す
る
仲
間
が
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
約
1
時
間
、

市
政
や
都
・
国
政
へ
の
要
求
を

発
言
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配

信
し
た
チ
ラ
シ
を
見
て
、
新
聞

記
者
が
取
材
に
訪
れ
ま
し
た
。

集
会
後
、
土
砂
降
り
の
中
、
土

で
「
安
倍
政
権
が
集
団
的
自

衛
権
の
閣
議
決
定
を
断
念
す

る
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
戦

う
」
こ
と
を
緊
急
決
議
し
ま

し
た
。

東
久
留
米
市
民
大
集
会

は
、
地
域
の
労
働
組
合
や
医

建
の
仲
間
が
飾
り
付
け
た
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
宣
伝
カ
ー
を
先

頭
に
、
参
加
者
1
0
0
名
が

光
り
物
を
手
に
『
明
る
く
輝
く

パ
レ
ー
ド
』。
集
会
で
出
さ
れ

た
全
団
体
の
要
求
は
、
東
久
留

米
市
長
と
市
議
会
議
員
全
員
に

届
け
ま
す

数
は
、
3
1
2
名
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
2
7
1
名

が
受
診
し
ま
し
た
。
清
瀬
で
は

4
3
5
名
の
申
込
が
あ
り
、

東
久
留
米
で
受
け
な
か
っ
た
人

を
含
め
、
4
3
2
名
が
受
診
、

全
体
で
7
0
3
名
が
受
診
し

ま
し
た
。

東
久
留
米
で
は
、
土
建
未
加

入
の
受
診
者
が
そ
の
場
で
国
保

加
入
の
説
明
、
加
入
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
取
り
組
み
が
実
る
場

面
が
あ
り
ま
し
た
。

清
瀬
で
は
、
東
村
山
支
部
か

ら
2
名
が
見
学
に
。
会
場
設
営

か
ら
受
付
体
験
ま
で
、
毎
年
全

都
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
健
診
受
診

率
を
ほ
こ
る
清
瀬
久
留
米
の
取

り
組
み
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
両
会
場
と
も
若
い
人

た
ち
の
受
診
が
目

立
っ
て
い
ま
し
た
。

東
久
留
米
会
場
及

び
清
瀬
会
場
と
も
、

実
行
委
員
の
皆
さ

平
成
26
年
5
月
18
日
（
日
）、

「
東
久
留
米
わ
く
わ
く
健
康
プ

ラ
ザ
」
で
、
日
曜
健
診
を
行

い
ま
し
た
。
6
月
15
日
（
日
）

は
「
清
瀬
小
学
校
」。
2
会
場

と
も
、
天
候
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
東
久
留
米
の
健
診
申
込
人

支
部
日
曜
集
団
健
診

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
か
ら
定
着
加
入
へ

ん
、
又
、
主
婦
の
会
の
皆
さ
ん
、

そ
れ
か
ら
要
員
協
力
さ
れ
た
滝

山
分
会
と
清
里
分
会
の
皆
さ
ん

方
に
よ
り
、
無
事
に
「
日
曜
集

団
健
診
」
を
終
え
る
事
が
出
来

ま
し
た
。

社
会
保
障
対
策
部
長

五
十
嵐　

留
夫

1
日
会
議
の
た
め
下
記
の

日
程
は
、
窓
口
を
閉
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

○
書
記
局
会
議

と
き　

7
月
31
日
（
木
）

○
全
書
記
決
起
集
会

と
き　

8
月
1
日
（
金
）

○
夏
期
休
暇

8
月
13
日（
水
）～
15
日（
金
）

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

駅頭宣伝や輝くパレードで
地域へアピール

市民集会を両市で開催

後継者対策部主催

と　き：8月10日（日）
ところ：支部会館
参加費：1,000円（定員：40名）

流しそうめん＆ＢＢＱはじめ、今年は
たこ焼きにチャレンジ。

子ども向けの『砂絵体験』も行います。
家族そろってのご参加をお待ちしてお

ります。

　

支
部
事
務
所

　

窓
口
休
業
の
お
知
ら
せ

会場の体育館いっぱいの
健診受信者。
若い人の受診が多く見受
けられました。


